「民法」不法行為法・契約法効果測定の正解
実施日　　　令和　　年　　月　　日

氏名　　　　　　　　　　　支部名　　　　　　　　　　　　　　　　　　点
下記の１～１０の設問を読んで，正しいものには○，誤っているものには×を解答欄に記入して下さい

	
	設　　問
	解答欄

	１
	民法とは、自由の思想に基づいた市民社会のルールと言える

	　○

	２
	債務者とは，特定の相手方に一定の行為を要求する権利を持つ者のことを言う
	　×

	３
	債権の発生原因は，契約、事務管理、不当利得のみである

	　×

	４
	契約の有効性に関し、錯誤は、民法改正後、無効になった

	　×

	５
	不法行為とは、わざと故意に相手に損害を与える場合であり、うっかりミスの場合は不法行為にならない
	　×

	６
	令和４年４月から、成年年齢が１８歳になり、裁判の原告にもなれるようになった
	　○

	７
	未成年者の場合、親権者の同意なく結んだ契約は取り消しうる

	　○

	８
	個人情報を、流失させた場合、不法行為が成立しうる

	　○

	９
	婚約を不当破棄すれば、不当利得責任を負う

	　×

	１０
	時代とともに、新しい種類の不法行為が生まれてくる

	　○
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